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お翼土J い ただきまして誠にありがとうこざいます。

お買上げいただきました製品は, 厳 重な品質管理のもとに生

産されておりますが, 万 ―運搬中の事故などにともない, ご

不審な個所, ま たは破損などの トラブルがありましたら, お

早めにお買上げいただきましたお店または トリオ本社 ・営業

所にお申し付けくださいますようお願い申し上げます。

特 長
: 111! ! , , , , , 11111! l Ⅲ! Ⅲ, 111111111111111111111‖! ! ! 1111, , 1, 11, , ! 1l l Ⅲl l l ! t ! 11l ⅢⅢ! ! 1, 1, 111, 111, 111‖1111, ! ⅢⅢⅢⅢl l l l ⅢⅢl , 1111! 111! : : ! t l l l l ! ! ⅢⅢl l l l : , 111, t i t t ! Ⅲ, Ⅲl l , 11: ! ' , ⅢⅢⅢ, i Ⅲ, : l ⅢⅢⅢⅢl l ! Ⅲl l l l l ! 1! 1! 11111111: i t , 1, 1! , 1111111, いⅢl ! Ⅲl l l l l い1111111, , ! Ⅲl l ! ! ⅢⅢl l l l l ! Ⅲl ⅢⅢⅢl l l l l l 111, 1, ! 1' 1' Ⅲ! , Ⅲ: IⅢi l l ' ⅢⅢ!Ⅲt t l l l 11, , 1111! ! 1l Ⅲ! ` 1! ‖! 1, t 11l ⅢⅢl l l l l 131, 11! 」1, , !

1‐. J R- 3的 型! キゃSB時 代を代表する高性能標準形SSB受 信機
です。     |

2. デ ザィンは好評をいただいた300シ リーズをさらに発展させた

もので貴方のシャックを一段と引きたたせます。
3, ョ ンピネーシ■ ン送信機として当社より同一デザインの TX―

310形 送信機が発売されています。3. 5MHzか ら50MHzの オール
バンドにわたり,  トランンーブ操作が楽しめます。

4_高 級形 トランシーパーTS- 510型 と同一の2FET2ト ランシ

スタの超安定VFOを 使用しています。長時間にわたって安定 し

たQSOを お約束します。

う。 精密級ダブルギヤと周波数直線パリコンの併用によって l kHZ

以下の読取 りも可能で,  ダイヤルは 1回転 2多kHzで ssBの 復

調が一段と楽にまた快適になりました。

6, 受 信周波数は ' . 5MHzか ら う1。l MHzま でのすべてのアマチュ

アバンドをカパーし, ま た 1' MI I zの J J Yも 受信でき,  しかも

これらのパンド切替が一挙動で可能になっています。

7_35M骸 から 29. 7NEHzの回路構成は第 1局発を水品発振, 第

2局 発をVFOと したヨリンズタイプのダブルスーパーとなって

おり,  また 50 ロヽレ パンドはクリスタルコンパータ付カロの トリブ

ルスーパーになってお ります。

8. I F回 路では第 l I Fに 独立した同調回路を持たせ, 混 変調特

性の向上を計っています。また第21Fで はメカニカル ・フィル

ターを内蔵させ, す ぐれた選択度を得ています。さらに狭帯域受

信を望まれる場合を考慮し, 10A Z形 メカニカル ・フィルターが

取付けられるよう設計されています。

9. メ カニカル・フィルターの切者は, ダ イオード・スィッチを採

用し接触不良などの事故を押えています。

10. 50MMの クリスタル ・ヨンパータは l FET,  2ト ランシスタ

の高感度形で, 高 周波増幅のFETに はACC回 路を採用してい

ます。

11. SSB検 波にはリング復調回路を取 り入れ, 高 安定度のBF0

を用い, き わめて簡単にSSBを 受信することができます。 また

LSB, USBの 切替回路も採用 しました。

12. ア クセサリー回路はSメ ータ, AMt t A N L, キ ャリブレー ト

回路用スイッチなどがあ り, さ らに定電圧回路キ手リブレー ト用

マーヵ発振回路が組込み可能で, ま たアマチェアパンド以外にも

水品発振子などを追加することにより, 受 信パンドを 1つ追加す

ることもできます。

13. 良 I T由 蕗が採用されていますから'  トランシーブ操作時に送

信周波数の関係なく, 受 信周波数のみを変イとさせられます。また

受信機単体で使用する場合にはスプレッドとして利用できます。

14. Tx- 310型 送信機,  SP- 10型 スピーカーとともにご使用にな

れば, す ぐれたデザインであなたのシャックを一段と引きたてま

す。
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回 路 の
説 明

本機のプロック・ダイヤグラムは第1日に示すとおりです。

3. , MHzか ら 29. 7hEHzまでのアイチュアバンドは, 第 一混合で

5. 9"MHzか ら ' . 3"MHzに 変換され, さ らに第2混合で45うとHz

に変換されるダブルスーパー方式です。

' n欄"パ ンドは一度これを "眼 ' パンドに変換し,  ' M彫 代か

ら4, , kHzに 変換する トリブルスーパー という構成になっていま

す」′

1 _ R F 増幅 ‐

この段はアンテナ回路より受信した微弱な電波を必要なレベルま

で選択増幅し,  SN比 およびイメージレシオの向上を得ておりま

す。使用真空管の6BZ6は 高o″ のリモートカットオフ管で, 高

い利得と安定な増幅を得ることができます。同調回路にはオール″t

アンテナ 50MHz ′ ンヽド
RF増 幅   混 合

務 局議

バンドt  第 1局発周波数
3 5MHz 9 455MHz
7MHz 12 955MHz

14MHz 19 955MHz
21MHz 26 955MHz

28 0MHz 33 955MHz
28 5MHz 34 455MHz
129 1MHz 35 o55MHz)

J J Y 9 455MHz

オールバンド
RF増幅  第 1混合 第 2混合

AOC MUTEラ イン

低周波増幅 電力増幅

l N60
リング検波

Sメーター
l N60 × 2

帯域切誉ダイオー ドスイッチ

VFO発 振周波数
5500～ 4 900M HZ
ハムバンド ダ イアル0～600
」J Y( 15MHz ) ダ イアル410

LSB453 5kHz
USB456 5k性

第 1局部発振
０～

第 1図  J R- 310型 プロック ・ダイヤグラム

ANTか ら

XcOnOUTか ら

x00n ANTヘ

280～ 29 1MHz
l ooP

=ど

B十へ い一―一―十一
XCon用 日キから

十一… アンテナの通路 ― 一, 電 源の回路 一 ―→クリコン出力の通路

第 2図  50MEzク リスタルコンパータ切書回路

|
2 2MHz 了

所

2SC373

ヤ叢

第 3図  50MEzク リスタルコンパーター
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ンドのコイルパックを使用し, 各 パンドにおいてす ぐれた選択度と

SN比 を得てお ります。またこのコイルパックは第 2図 に示すよう

に,  50NI Hzパ ソドまで一挙動で切替えられるスイッチ構成をとっ

ています。                     ‐

ョントロールグリフドにはACC電 江ぶ加わ り, 自 動利得調整が

行なわれSSBが 特になめらかに受信できます。また送信機と組合

わせて使用するときに, こ の回路にミュート電圧をかけるブFラ ク

パイアスによリスタンパイをさせます。なおRF利 得の調整はカツ

ードに入ったポリュームにより行ないます。

2 . 50MHz ク リスタルコン′ ―`タ

高周波増幅には FET・ 3 S K22を 使用し,  雑 音の少ない高利

得の増幅度を得てお ります。この回路にもACCと ミュートとがか

か ります。ACCは 第 2ゲ ートに,  ミュートは第 1ゲ ートに与えら

れていますが, 第 2ゲ ートには同時に ミュート回路も含んでお りま

す。

RFコ イルは広帯域特性が得られるように複同調回路を採用して

お ります。局部発振は 22M12の 水品を 2SC' 73で 行ない,  2S

c384の ベースインジェクションにより 28MHzバ ンドの変換出力

を得ます ( 第3図 捧照) 。

3. 第 1混 合と第 1局発

3 5mI I I zヵ、ら ?97M12の ハムタくンドおよ―び 1' NEHZの J J Yを

, 9" MFt ～ 5. 3ううMI I zの第 l I Fに 変換する回路です。 回 路は低

雑音高利得の , 極管 ミックスで, 局 発が水晶発振回路になっていま

すので周波数安定度がきわめてすぐれています。全ハムタミンドは局

部発振周波数を受信周波数より高くとっているいわゆる上側ヘテロ

ダインが行なわれています ( ヘテロダインの周波数関係は第 1図を

ご参照 ください) 。これにより受信ダイヤルの読み取 りが同一方向,

同=目 盛 り上で行なえます。またこの回路のプレー ト同調回路ヤまパ

ネル面より第 4図 の I F TUNEと して単独に調整でき, す ぐれ

た混変調特性, S/ N特 性を得ています。

4. 第 2混合とVF0

第 1混合により ' 955M膨 ～う_355M膨 に変換された各受信周波

数との差のヘテPダインで45うとHzの 第21Fに 変換します。 vF

Oの発振段にはFET・ 3 S K22のクラップ回路, さ らに一段の電

圧増幅, 二 段のパッファーを持っていますので負荷の変動に対 して

は十分安定な動作をします。さらにダイヤルは精密級ダブルギヤと

周波数直線パリヨンを使用しても、ますので,  1回転 25kHzと ヽヽ う

選局のしやすさと,  1目 盛 り l kHZ以 上の読み取 り確度が得 られ

ます。なおこのVFOは 完全密閉型で, す でに調整ずみとなってお

りますので内部へ手を加えることはしないようお願いいたします。

5 . R I T 回  路   ―

RI Tと は Recei ver  l ncr ement al  Tuni ngの略で, VFOの 発

振周波数をメインダイヤルに関係なく変化させることができます。

RI T回 路の素子はVFOユ ニット内部に付属され, 外 部よりこの

RI T回 路のパ リキャップに適当な電圧を加えることによって動作

します。 VFOの 周波数は TX- 310型 送信機の第 1混合の局発周

波数と同‐ ですので, VFOを 共用しトランシーブ操作することが

できます ( 第5図 参照) 。 こ のとき相手局の用波数に変動が生 した

場合にメインダイヤルで追いますと, 同 時にこちらの送信周波数も

変ってしまいますが RI T回 路を使用し相手局を追えば送信時に

Tx- 310の リレーでRI T回 路を切離しますのでこちらの送信周波

数に変化は生じません、. ( 第6図 ) 。

トランシーブ操作をせずに受信機単体で使用するときにはスプレ

ッドとして利用できます。

」R‐ 310 TX‐ 310

第 1 1 F
5955 -

第21F

455kHz

ジエネレ
ーター出力

3 395MHz
( L SB USゅ5 355MHz

I F TUNE

第 4図  I F TUNE回  路

―――――――‐ ――_ _ _ _ _ ― ――――――」 L _ _ _ _ _ ― ― =― ―_ _ _ _ _ ― ― ――――

第 5図  ト ランシープ操作

i ! , | 1 1 1 ⅢⅢ十r l  i 1 1 1 1  1 ' t  J l l l  Ⅲl l l  l l l ⅢⅢⅢ! ‖1 1 , 〕Ⅲ, Ⅲi l l l l l l ! i l Ⅲi l l Ⅲl i l   1 1 l i l l  l l 1 1 1 1 1 1 1 1 ‖l r , 1 1 ,  I ⅢI ⅢⅢ〕| ! 1 , 1 1 1 1 1 1 1 l i l l l 1 1 1 Ⅲl l ,  1 1  1 1 1 1 1 1 1  1 1 1 1 1 1 1  H I I ⅢⅢⅢⅢⅢl l l i t , 1 , 1  1 1 1 l ⅢⅢI I I ⅢI , | | ! ' ' 1 1 1 1 1 Ⅲl l l l i ! I Ⅲl ‖! | ‖Ⅲl l  l  イ, 1 , Ⅲl l l   l i 十Ⅲl l l l l l l l !  1 1 1 ! , ⅢⅢl l ‖| 1 1 1 1 l H 1 l t , l i l l ⅢⅢⅢl  l l l ⅢⅢl  l ! I Ⅲl l l l l Ⅲl l l l l 1 1  1 1 Ⅲ
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6 。 第 2 1 F 増 幅

第21F増 幅回路は信号を増幅するだけでなく, 近接周波数信号
を分離選択する働きをします。6BA6二 段で信号を増幅し, メ カ
ニカル ・フィルタによってシャープ去選択度を得ています (鯨7
田) 。 ま たACC電 圧によって自動的にゲインヨントロールも行な
われています。

さらに狭帯域のメカニカル ・フィルタが追加できるように部品配
置がなされており, 帯 域がダイオードスィッチで自由に切替えられ
ます。 ダイォードスィッチは二本一組のダイオードl  N60にパイアヽ

ス電圧を適当に加えることにより, 一 組ずつのダイオードがON・
OFFさ れ, 目 的のフィルタを導通状態にします。 その動作を打 8

図に示 します。

+150V

10K
マL

7 . ‐ S メ ー ター 回路

SメーータTは 二つのIF増 幅管のカンードに入っていて, 無 信号
のときはギT点調整用ボリェームでバランスを取り, Sメ ーターに
は電流が競れといようにしてあ ります。         ャ
ニつのIF増 幅管は初段にAGC電 圧がかかり二段目にはかかっ

て, ギ せん。今, 信 号が入ると初段はACC電 圧のためにパイアス

が深くなリブレート電流が漂少し, カ ツード電圧が下ります。二段
目のカンードは電圧変化が起?声 ャ|ま■ んので, 二 つのカソー下電
圧のパランスがくずれ,  Sメ ーターに電流が流れSを指示すること
になります。t  l t

8. ACCと ミュート回路

I F出 力を ダイオード l  N60で 倍圧整流してRF増 幅管,  I F

wm‖ ‖ ‖, ‖川叫w川ⅢM川‖l l l l l  l l ‖l l l ‖川l l l t刑‖l l l l l l l l l l l l l l l l l l Wl l l l l l t tm l l l l l l l l t tmml l ‖l l l ‖""l l l l l ""mm‖"‖ ‖ 冊出H‖"‖ l l l ‖l l l ‖l l l l l l ml l l ‖■‖ 1‖"w"rl 川1‖"l l l t tWt t  l l l l l l l l l l l l l l ‖l l l ⅢWl l l l いl l l ‖"l l l tml l l t tm“l l l ‖wl l l mWWl l l l l  l l l Wt tHmHい

RI T O AD」
――――………―■

リレー  :

R■ Tx 31o側

9V

RI T端 子ヘ

一
０
，い

０

ム
↓
末
や
ヽ
―
ホ
Ｈ
ヽ

第 7 日
メカニカル ・フィルタ
特性由禄

―- 20- l o  0

周波数

２。

Ｈｚ

０

第 6図 RI T回 路

WIDE メ カニカル フイルター

OUT

( 1) F l に ブラス、F2にマイナスを与
えるとDl 、D3に は順方向に電流
が流れ、導通状態となり、ON
となります。
D2、D4は逆バイァスで電流が流
れず OFFと なります。この状態
ではWi DEの メカニカル ・フイ

! ル
タが動作 します。

( 2) F i に マイナス、F2にブラスを与え
ると方向が逆になり、NARROW
のメカニカルフィルタが動作 し
ますc

〕」Ⅲl l ! ! 111! ! ! ⅢⅢl 11111! , 11‖||IⅢ l l l ⅢI  I I I I ! 11111, , , Ⅲl , l Ⅲl l l l l l l , , 11l ⅢⅢl , 1111111111! ⅢⅢI11, Ⅲ, Ⅲ, ⅢⅢⅢl l l l l l 13J Ⅲl l l l l l l l l , , Ⅲl l l l r l l , 11111! Ⅲl 1l i ! l i : f t l ⅢⅢⅢl l l , 111, 11111, 1, , , 111! Ⅲ, , , I ! , 11, 11, 111111, 1111111! 1, i t i , ! ' Ⅲl , Ⅲl Ⅲl Ⅲ, , |! 「i i t l I , 1111! ! ! Ⅲl l l l , 1, Ⅲ, l l i ! tⅢ! ! 111111l 1l Ⅲl l , 111, l i l l l , IⅢ, , ! i i ‖i l 十Ⅲ, 11, ! 11「! , 111, ! ||I IⅢⅢ1111' 111111! |! , 111111, 111111
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第 8図  ダ イオー ドスィッチの動作
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初段のグリッド, お よび 刃M膨 タリスタルヨンパータ初段高周波

増幅用FETの 第2ゲ ートに加えています。

強い信号を受信したときには高いACC電 圧が増幅管およびFE

Tの グリッド, ゲ ートにかかり, 各 パイアスを深くし, 利 得を下げ
ます。また弱い信号のときにはすべてが最大利得で働きますので,

混変調も起らずスムースな受信をすることができます。さらにAG

Cラ インにミュート回路が組込まれています。このミュート回路は
スタンパイ方式の1つの方法で, 従 来のようにB回 路をON・ OF

Fさせるものとは異り, 高 周波増幅段あるいはI F増 幅段のパイア

ス電圧を深い所へもっていくプロックパイアスによるスタンパイ回
路です ( 第9図) 。

これを動作させるには- 100V程 度のC電 源が必要となりますが,

Tx- 310型 送信機と組合わせて使用しますと, Tx- 310型 からマイ

ナス電圧を供給することができます。もちろんB回 路をON・ OFF

させるスタンパイ端子は付属されてお ります。

9. 検    波

AM検 波はダイオードl  N60による直線検波です。これに AM

A、 L, t 竹早されております。

ANLは ダイオードl  N60による直列型ノイズリミッター回路 で

す。この回路は急政なパルス性雑音が入力成分中にありますと,  瞬

時的にダイオードがカットオフあ状態になって, ' オーディオ成分 を

シャットアウトするゲート回路として動作しますのでリミッター効

果の大きな回路です。

SSBと CWの 検波には, な めらかな復調ができるリング検波 回

路が使われてt ( ます。

リング回路は復調 ( 検波) ば かりでなく, TX- 310型 送信機では

リング変調器として変調に用いられています。

6BZ6

ｒ
Ｏ
　
Ｏ

l p〔m句

カットオフ電圧

第 9 図 HUTE回 路によるスタンパイ

低周波信号
P

~変 調波信号
ω t t P

波

―

送
り

数

常に掠送波を与え右側に変調波を入れると、左4Rl
に低周波が生じ検波器として使えます。
逆に左側から低周波を入れると、右側に変調波が
生じ、変調に使えます。

変調渡

第 10図   リ ング回路の基本動作
R f Ⅲ l  t ! 1 1 1 i ! 1 1 1 1 1 ! Ⅲl ! l Ⅲ「! , , , , ! Ⅲ, , 1 l 1 1 , 1 1 1 1 1 , , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , l i t t i ⅢⅢⅢl , 1 , , 1 1 1 1 1 1 l i ! ! 1 1 , Ⅲ l l l l l l l l ! 1 1 1 ! , , Ⅲl l l l l ! ! 1 1 + | l t t i ⅢⅢⅢl l i l  l l l l l l , Ⅲl ! Ⅲl l ⅢⅢl ' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , ! , , t l Ⅲl i  l l l l : 1 1 1 , 1 , ⅢⅢ, ‖1 1 1 1 , 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 , 1 , , ! , ‖i l Ⅲ! | , Ⅲl l l l ! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , ! 」ⅢⅢⅢⅢl l l l l l l Ⅲ! , Ⅲ, l i l l , 1 1 l ⅢⅢ‖H l l ' ' ⅢⅢⅢⅢl l l l l l l , 1 1 1 1 , 1 , ! 「Ⅲl , 1 1 1 1 1 1 1 1 ! , , 〔i ! ! l ⅢⅢl l , 1 l i l  l l l l l , 1
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リング回路は受動回路なのでこのように逆の動作ができます。 リ

ング回路と基本となる回路を参考に第10図に示します。

この リング復調器に変調波として I F出 力を, 披 送波としてBF

O出 力を注入しSSBの 検波を行ないます。     |  :

S SBに は搬送波がありませんから受信側で用意してあげます。

これがBFOで す。

BFOに は トランジスタを採用し, 高 安定の発振回路を形成する

とともに, パ ッファ増幅器を一段通 してリング復調器に加えていま

す。BFO発 振周波数はUSBに 4う6. 5kHz . LSBに 4" . 5kHz

が用もヽられます。

第 1混合で上側ヘテ, ダ インを行なった結果, チ イ ドバンドの転

位が行なわれていますから通過帯域中心周波数 45, kH力に対してU

SB,  LSBの BFO周 波数位置はこのようになります。サイ ドパ

ンドの転位とAM, LSB, USBの 構成については第11図, 第 12

図に示 します。

1 0 . 低 周 波 増 幅

この段は三極五極複合管である6BM8を 使用しています。三極

部で電圧増幅を, 五 極部で電力増幅を行ない, 無 ひずみ最大 l Wの

出力を得ています。 出力端子はスピーカー用の 8Ω の他に録音,

ANTI ・ TRI P回 路などに使用できる500Ω端子が出されてい

ます。またヘッドホーンが差込める専用のジャックが設けられてい

ます。みピーカーはパーマネントダイナミック型で, 出 カトランス

なし ( インピーダンス4～ 16Ω) の ものをご使用ください。ヘッド

ホーンには, ―インピーダンスのダイナミック型が最適です。

なお本機にマッチする専用スピーカー SP- 10,  通 信機用に設計

されたヽッドホーンHS- 4,  が それぞれ用意されてあります。合

わせてご利用ください。   ・

11. 電   ‐  圧

B電 源は 220V l 10mAで 整流にはシリヨンダイオードによる両

波整流と十分な平滑回路で脈流の少ない良質の電圧を各部に供給し

ています。VFOユ ニットは9vの 安定した電圧が必要ですので,

第6日にみられるようにツェナーダイオードにより安定化を計って

います。TX 310型受信機とトランシーブ操作を行なう場合には,

さらに安定化された電圧がTX- 310型からVFOへ 供給されます。

ピ →
上側ヘテロダィン

口務

Ls  B

AMの 下側波帯だけの
s s Bが LSBです。

USB

AMの 上側波帯だけの
s s Bが us Bです。

上側 波帯
り 十P →

鍋 細 鵬
LSB

受信周波数 をω c, 局 発周波数を
ω。として ωO―ωcとぃぅ周波数
変換をするとUSBが LSBに ( LSB
はUS8に ) 転 位 します。

第11図 AM, LSB, USBの 構成
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議 部 の 軽 称 題
轄 鶴 議 う

Eパ ネル前面 ( 写真 1)

① POWOR  電 源スイッチ

ブッシュスィッチを押すと電源回路がONと なり動作状態に入 り

ます。もう1度押しますとOFFに なり電源は切れます。

② FUNCT10N  受 信動作状態切誉え

受信する電波形式に応じてこのスイッチを切番えます。

( ィ) LSB( 下 側波帯)  LSBの SSBを 受信する場合この位置

にします。 国 際的習慣により 35M膨 ぉょび 7 MHZパ ンドは

LSBが 使用されます。

( 口) USB( 上 側波帯)  USBの SSBを 受信する場合この 位

置にします。 14MHz以 上のバンドでUSBが 使用されます。 L

S, と USBを 呼違えますとまったく復調できませんからご注 意

ください。

CW( 電 信) 電 信はLSB, uSBい ずれの位置でも受信で き

ますど
( ハ) STAND BY( 待 ち受け)  一 時的に動作を停止する場合 に

この位置にします。直接電源を切らずにB十 回路をON・ OFF

させます。    ‐

( 二) AM( 電 話)  普 通のAM電 波を受信するときに使用 しま

す。SSBを こあ位置で聞きますと,  もがもが言 うだけですか ら

7M磁 以下ではLSB, 14MHz以 上ではUSBに 切替えて くだ

さい。

( ホ) AM ANL( 自 動雑音除去) ― AMの 局を受信しているとき
に空電や自動車エンジンなどからのパルス性雑音が入 り聞きぐる

しいときにこの位置にします。

③ Rコ GAI N  高 局波増幅度調整

二重ポリュームの外側のつまみは感度調整用ボリュームです。普

写真 l  J R- 300型  パ ネル前面

-  8 -
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通の状態では時計方向に回し切った位置にしておきますと最高感度

で受信できます。 , ― ヵル局などの非常に強い電波を受信する場合

に受信機が飽和してしまうことがあ りますので, こ のようなときに

はこのポリェームを調整 し適当な状態にします。反時計方向大回し

ます とゲインを下げることができます。

④ AF CAI N, CAL  音 量調整, 周 波数校エ

ニ重 ボリュームの中側は音量調整ボリュームになっています。時

計方向へ回すと音量は大きくなります。またこのポリェームは不ィ
ッチ付 きで, つ まみを手前に引くとONに なりますのでキャリブt /

―卜用 マーカー発振器を組込んだ場合のスイッチとなります。

⑤ BAND  周 波数切替

15M物 の J J Yと EXTパ ンドを含め 3う 位ヽ から' 1. l M彰

までのハムバンドを11チャンネルに分けてこのつまみ一つで切番え

られます。希望するパンドの位置へつまみを合わせれば周波数切番

えは完了です。

③ RF TUNE  高 周波増幅同調

高周波増幅器の同調用つまみで, 二 重軸の外側です。受信するパ

ンドの 目盛 り近くで感度が最大になるように調整します。BAND

スイッチと関連を持たせてご使用ください。

① I F TUNE  中 間周波同商‐                |

二重軸の中側つまみがこれで, 第 1混合の I FTの 同調をこれで

とります。VFOで 希望局を選局した後, こ のつまみでより感度の

上るように調整します。 600分筈J の目盛 りがつけてありますから,

VFOの ダイヤル板の0～600の 目盛 りを追 うようにしてください。

③ VFO  主 ダイヤル

希望するパンドを600■Hz幅 で受信できます。つまみの 1回転が
25kHzで すので SSB受 信の選局が大変楽に行なえるようになって

います。なお0～600 kEzの 目盛りからはすれた所できらにつまみ

を回転させますと, あ る点でダイヤルがス トップしますから, そ れ

以上に無理に回さぬようこ注意 ください。ダブルギヤを痛める原因

になります。

③ ダイヤル板

パネル窓に設置された円板型目盛板で,  0～ 600の 目盛 りが打っ

てあり, 主 同調つまみの回転が伝達されます。 2うkHzご とに黒と

赤で日盛られてお ります。

① 主ダイヤル

主同調つまみに圧着されたつまみのツパで,  1回転 2, kH″ , , 00
HZギ とに目盛が打たれています。このつまみツパはアクリル指針

板方向へ押しつけながらつまみを回しますとスリッブするようにス

プリング上めに設計されていますから, こ こで風波数を校正するこ

とができます。

① ダイヤルゲーシ

アクリル板に三本のゲージが目盛ってあり, 中 央の赤線がCW,

左側の黒線がLS■ , 右 側の黒線がUSBで す。LSB― CW― U

SB間 はそれぞれ 1! , kHZ間隔で目盛られています。正確な周波数

は①の主ダィヤィレロ盛で積算して読取 ります。

② SELECTI VI TY  選 択度調整

I F周 波数の帯域切替え回路です。受信電波形式や混信の状況に

より聞き易い帯域を選べます。

( ィ) WI DE( 広 帯域)   高 性能のメカニカル・フィルタが第2

1F回 路に内蔵されています。こ?住 置でAM,  SSB, CWの

すべての電波形式を適当な帯域で受信できます。

( 口) NARROW( 狭 帯域)   SSBや CWの 受信でさらに選択

度を上げたいときにこの位置にします。第 21F段 には10A Z型

メカニカル ・フィルタが取付けられるように部品配置がなされて

おり, 手 易く付加できます。メカニカル ・フィルタを取付けなtヽ

場合||とのNARROWの 回路はショートされています。

③ RI T― Recei ver  l ■cr el ment al  T■■: ng  受 信周波数微顧整

Tx- 310型 送信機と組合わせて トランシーブ操作を行なうときに

使用します。

RI Tを OFFに してQSOを しようとする周波数を主ダイヤル

で決めます。この状態で送信周波数と受信周波数が一致します。Q

SO中 に相手局の周波数がずれてきた場合に, 主 ダイヤルを回して

同調をとりなおしますとこちらの送信周波数まで変ってしまいます

から主ダイヤルには触れられません。このときにRI Tの つまみを

OFFか ら0の 位置へ持って行けば送信周波数には関係なく受信周

波数だけが変えられます。

RI T Oの 位置はRI T OFFと 同じ状態ですからこの0目盛

りの前後で相手局がもっとも明瞭に受信できるようにRI Tつ まみ

を調整してください。こちら側が送信するときには TX 310型 送

信機のリレー回路で自動的にRI T OFFに なりますからRI T

のつまみをOFFに 戻す必要はありません。本機を単体で使用され

るときはRI T″ まOFFに しておきます。 ま たRI Tを 動作させ

てスプレッドダイャルとして使うのも有効な使用方法です。
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■ パネル後面 ( 写真 2参 照)

① A, E  ァ ンテナ, ア ース

アンテナとアースの端子で, イ ンピーダンス 50～70Ω あァシテ
ナが最適ですが, 他のインビーダンスのアンテナも, もちろん使え
ます。

② EXT, ANT   予 備ヨネクター

同軸ヨネクターを併用できるように考慮された予備穴です。 3C

2V,  う C2Vの 同軸ヨネクターが取付けられます。

① OUTPUT  O, 8, 500

低周波出力端子で通常 0～ 8間 にスピーカーを接続して使用 しま

す。 3が 8Ω ,  500が 500Ω の出力端子です。

④ REMOTE  リ モー ト端子

送信機と組合わせて使用するときの接続端子で, TX- 310, Tx
- 38Dに 簡単に接続できます。この端子を通じてANT, MuTE,

ANTI ・ TRI Pな どの回路が接続されます。

TX- 310型 送信機と組合わせて トランシーブ操作を行なうとき

に使用します。受信機から送信機へVFO出 力が, 送 信機から受信

機へはVFO用 の安定化電圧とRI T自 動切替回路が相互に供給 さ

れます。

⑥ S. ADJ UST  Sメ ータ調整

Sメーターの0点調整ポリュームです。受信機を動作状態に しア
ンテナを接続せずこのボリュームを調整し,  Sメーターの振れカミo

になるようにします。

① コUSE  ヒ ューズ

受信機に動作異常が生じ過電流が流れた場合に電源を切る動作を

します。とュニズ変換のときは反時計方向へ回しますと端子がはず

れます。定格2Aの ―ガラス管入リヒューズと変換してください。

③ AC  電 源白―ド      ヘ

ブラグをヨンセント, AC100Vう0/ 60Hzに差してご使用くだ さい。

⑤ TRCV  ト ランシープ端子

写真 2 J R- 310型  バ ネル後面

, 1 1 1 ‖Ⅲl l 」1 1 , ! Ⅲ! Ⅲl l l l ! | | | ! ! | ! 1 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i H 1 1 1 ,   l i l l ⅢⅢl  l 1 1 1 , 1 1  ‖| | 」〕‖1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  1 1 モl i l ,  | | ' , l Ⅲ l l l  ‖i , 1 ! i l l ! 1 」1 1 1 , i i l l l l l l , 1 1 1 1  1 1 1 1 1  ! 「「「‖1 1 i l 〕l ⅢⅢⅢⅢ‖| !  ‖! | 1 l t l l i i 「| | | ! 1 モⅢl l l  l l l l l l l l , 1 1 1 1 f l ' 1 1 ‖| , 1 1 1 !  ‖1 1  1 1 1 1 ! , 1 ! 1 l t 十1 ! | | | 1  1 ‖| | | | ! | 1  1 1 1 1 1 , ! , , l Ⅲl l l 1 1 1 ‖1 ‖! 1 l Ⅲ' 1 1 1 1 ' 〕1 1 1 ' 1 1 1 1 1 1 1 ! ! , I ⅢⅢl l l l l l l l l l
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使 用 方 法
1 . ■ア ン テ ナ

受信機の性能を十分発揮させるためには良いアンテナを使うこと

が絶対条件です。

簡単なものでは妻直形, 逆 L型 などが手軽に建てられます。また
アマチェア無繰局ではほとんど送受信用に一本のアンテナを切替え

て使用 しますので, 送 信アンテナに設計されているものを, そ のま

ま受信用に使用すればすぐれた受信が可能となります。アマチュア

局にはダイポールアンテナゃ八木アンテナなどが広く使われていま

す。なお安定な受信と漏電などの危険防止のためにアースを接続す

ることも忘れないよ' にしてください。第13国にアンテナの一例を
不 します。

2. 端 子の接続, 送 信機との組合わせ

アンテナーアース・スピーヵ―などが用意できましたら本体へ第

14図に従って接続してくださいもこ`のとき付属のリモー トツケッ

ト,  トランシープッヶットを本体に挿しておきませんと動作しませ

4x4角 材
腕木または
L型アングル

木柱または竹柱
テレービフィーダー

(滋印ハンダ付け)

ロング ・ワイヤー 50MHz用 のフォールデット・
ダイボールアンテナ

第 1 3 ロ ア ン テ ナ の ― 例

75o同 軸ケ■ ‐ブル
( 30- 2Vな ど)
長 さは任意

ダブレット・アンテナ

OUTPUT端 子の0～8にスピーカーを接続 し、
0またはANT端 子のEに アースを接続 し、ANT
端子のA～Eに ダイポールアンテナを接続 しま
す。十垂直型アンテナの時は、Aに 接続します。)
REMOTEゃ TRC端 子には付属のソケットを
挿 しておきます。        i

第 14図   ア ンテナ, ア ース, ス ピーヵ―の接続
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んのでご注意 ください。

Tx- 310型 送信機とヨンピで使用し,  トランシーブ操作を行なう

ときの接続方法を第15国に示します。

3. 受 信 の しか た

受信のしかたは 「各部の名称とその説明」の項に準じて各部のつ

まみを操作してください。                |

O POWER→ スイッチを押し電環を入れます。

l bl  BAND→ 希望のハムパンドに合わせます。        .

C) RF CAI N→ 時計方向に回し切って最大感度にしておき

ます‐。

l dl  AF CAI N→ 適当な音量になるように定めます。

( 。) RF TUNE→ 希望バンドの目盛りの近くにつまみの指示

を合わせ, 最 大感度になるよう調整してください。

( f ) I F TUNE→ VFOの つまみで選局を した後,  さ らに

感度が上る位置へ回 して ください。

19 FUNCT10N→ 受信する電波がSS■ のときには3_ぅ～

7 MHZバ ンドでは LSB,  14MHz以 上ではUSBに します。

電信のときはLSB, USBの いずれでも受信できます。電話 の

場合パルス性雑音の多いときはAM ANLへ 合わせます。
l  t l l  S‐ELECT→ 内蔵メカニカル ・フィルタだけを使用 して

いる場合はWI DE側 に固定しておきます。10A Z型 メカニ カル

・フ ィルタを追加したときは混信の多いときにNARROWに し

ます。

( 1) VFOダ イヤル→ 各バンドとも周波数が l kHZ直 読が でき

ます。SSB受 信のときはダイヤルゲージのUSB, LSBの 指

示を見謀ま|ら々 よつにしてください。

( 注) ト ラィジ1才 操作時|ヤ Foの 電源は送信機より供給されま

すので, 送 信機の電源スインチを入れませんと受信機は動 作し

ません。またt送 信機の電源スイッチを切ると受信機の動 作も

止まります6

受信機あ電源ス イ ッチを切 りわすれないようご注意くださ

もヽ。                      !

‖町1"! ‖‖1! ` 1口‖l l , , P' , ⅢⅢ川巾‖||, , ‖‖, ! ! |||, , , , ! ! , t , 3' 1' 3, m‖, , wl l 巾‖, ⅢⅢ‖1‖̀ |̀ ‖‖‖, , ! , , , ⅢⅢⅢⅢl , ! ! , 1‖‖"! ! ‖t , , 11, i t , ! |, 1, 1‖‖t i t i ! ! ! ! r i n‖! r , , ! , 1, : l t r ! ! ! , , ! ! , , i l , “‖‖Hl , 11̀ l Ⅲ‖111‖H‖‖! ! 41‖1, ‖‖‖ⅢⅢ, ⅢⅢⅢ‖H‖H‖HH‖ , ' Hl ! ' ' ' , 出! ! ! "1出口, ' ' t t l ⅢⅢⅢⅢ, tⅢⅢ‖1! t ' ' ' 1111‖Ⅲ‖いi ⅢⅢⅢl い‖‖‖‖' ‖1‖, ‖‖t i l ' ⅢⅢ

く営ミミこご孔f ) ダす用

( 注) |

HF帯 用

アース線

コネクター ( プラグ) の 接続は下図の
ようにビンを手前にした場合です。

2. TX‐ 88D. モノバンダーシリーズ製品と
接続するときは、図のリモー ト用ケー

ブルを使用すればよい。

VFO と INE( 17C- 2Vイ じ)

第 15図  T X - 3 1 0型 と の接 続 法

TX- 310J R_310

- l ooV( MUTE Li NE)

ANT( 17C- 2V■ b)

150V(安 定化)

ャ尊

―- 12-ka
su
ga
m
us
en
.c
om



7ク セ サ リー

錮 路 に つ い て

1 .  メカニカル ・フィルタ

本機には小型高性能のメカニカル ・フィルタが内蔵され てい ま

す。またさらに選択度を向上させて使用 したい方は, 10A Z型 メカ

ニカル ・フィルタが追力Hできます。これら二つのフィルタはダイオ

ードスイッチにより切替えることができますので, 混 信の状況に応

じて最適な選択度が得られます。

内蔵メカニカル ・フィルタはWI DE側 に, 追 加された10A Z型

フィルタはNARROW側 に接続されます。

またメカニカル・フィルタを取去ったあとにさらにZ型 フィルタ

を配列できる特長のあるプリント板を使用しています。ここにWI

DEと してS S Bt t Z型メカニカル ・フィルタを, NARROWと

してCW用 を取 りつけますと, さ らに高級な動作が期待できます。

この工作のしかたを第述図に示します。

2 ,  キ ャリブレー ト回路

( 1) キ ャリブレート回路は安定な水品発振回路により受信機の

目盛 りを正確に較正するマーカー発振器です。水品は普通100とHz,

500kHz ,  l M膨 などが使われます。またハムパンドでは ' . うMHZ

なども有効に使 うことができます。

さらに 100kHZの 水晶発振器に 2うkHzの マルチパイブレータを

つけたマーカ年は 25kHzご との細かいキャリブレ■ 卜が可能にな

ります。本機には第17図のようにこのキャリブレ中卜回路を組込め

るスペースと, キ ャリブレート用のON・ OFFス イッチがついて

お りますから必要に応じて組込んでください。なおマルチパイブレ

ータ付のマーカーユニットについてはサービスステーションヘご相

談 ください。これを内蔵しますと10W以 上の局を申請するとき, こ

( a, メ カニカルフィルタ 1掴追力nの場合
マンチングトランス

( 出力)

( b) メ カニカルフャルタ 2個 追加の場合

1 マ ッチング トランスのスベ
ースのジャンバニ線を願 り
去る。

2ビ ンの向きを間違えぬよう
に注意してマ ンチング トラ
ンスとメカニカルフィルタ
を頼りつける。

1. 内蔵されていたマッチング
トランス, メカニカルフィル
タ47oP F , ジャンパー線を
取り去る。

2, ( a) の要領で販り去ったスベ
ースに、追加するメカニカ
ルフィルタのビンを合わせ
て、販り付ける。

マッチングトランス
( 入力) 第 1 6 図

マ ッチングトランス

ジャン′ 一ヽ線

ャリブレー ト回路用スベース マーカーユニット取付けスベース

第 1 7 日     !

カラーをつけシャーシ
から浮かす。

-  13 -
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の受信機を周波数測定器として使用できます。マーカーユニットの

回路図は第18四にあります。第19図は簡単なキャリブレート回路と

,    し てどなたにでも組込める無調整型発振回路です。

‐    HC- 6U型 , FT- 243型 の 3ゃうmIHzの水品発振子を使用すれば

3. 鋼 曜 けでなく7. " , 14. 0- , 21. 0- , 280-の 高

1   調 波が受信されますので各パツドのダイヤルの0点 を校正すること

ができます。3 5MHzで はなく500kHzの 水品を使用すればダイヤ |

ルの0,  500二 点で校正をすることができます。マーカーの電源は

第20図により取出してください。

( 2) キ ャリプレートのしかた

( a) USBの とき

ビート音を聞きながら主ダイヤルつまみを時計方向へ回します。

ビートは, 初 め高い周波数で開こえますが主ダイヤルの回転に従い

しだいに低くなり,  ビート音はゼFに なります。ここでダイヤルの

め   回 転を止め主ダイヤルの目盛 り板の0を ダイヤルゲージのUSBに

合わせればキャリブレートができます。

( b) LSBの とき

主ダイヤルを今度はUSBの ときと逆に反時計方向へ回しますと

ビート音が高い周波数から低 くなリゼロビートになります。このと

きまたダイヤルの回転を止め主ダイヤル0目 盛板の0を 今度はLS

「工
~~' ■ ~~~Tと ~~~~~~~~~― ―T子 言5【〒■ニ ラ; 言F ~~~~~~―

―――
可

18; : ; 1駐: 隆堤7, P, VR701 50K( B)

つまみッバをまわt して
“ ol をUSBに 合わせる

第21図 ( A) MODEス ィッチを US B
にしたときのキャリプレー ト

Bに します。SSBは LSB, USBと もにキャリアポイントを 読ん

でいます。SSBの 中心周波数はダイヤルゲージの赤線で示さ れま

す。第21歯をご参照ください。CWは LSB, USBい ずれの位 置で

も受信でき, ゼ ロピートで読取る周波数がキャリアの周波数で す。

J J Yは 他の各ハムパンドとは異ウ, 第 一混合つヘテFダ イ ンを

J J Yの 15MHZか ら局発周波数を引く下側ヘテ, ダ インで行 なっ

ています。ですからUSBと LSBの 関係がこのパンドだけ逆 にな

っていますのでご注意ください。ダイヤル410 kHzの点で受信 でき

ます。

つまみツバをまわして
` 卜0 ' ' をL SBに合わせる

100/25WV

第 2 1 図 ( B) MODEス ィ ッチを
にしたときのキャリ

LSB
プレー ト

- 1 4 - ―

3, 500kHt t  b bl

ビニ‐ ル線を適当に の
ばして高周波増幅回 路
に結合する。
X t al は他の周波数で も
良い。

B+150V
第 19図  キ ャリブレー ト回路

】
〇
〇
一　
Ｎ
Ｏ
卜
に
　
　
　
　
　
支
〇
一
　
一
〇
卜
伍
　
　
　
一

B■ 150Vは電源回路から
直接販り出します。

第 20図  マ ーカー発振器用電源取 り出し口

/赤 線
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( 3) 同 軸コネクター

アンテナ端子として同軸ヨネクターが使用できるスペースをシャ

ーシ後面に設けてあります。ここに同軸ヨネクターをビス止めし,

アンテナ端子に配線してください。

( 4)  EXTチ ャンネル

( ■ ) 28MHzバ ンドのうち 291～ 29. 7M磁 チャンネルのみ第|

発局の水品発振子を内蔵していませんので希望により追加してくだ

さい。水品発振子は第22図に示す仕様の 35, 05, MI I zを 使います。

指定回路以外の水晶発振子は発振しにくかったり安定度が良くあり

ませんのでご注意ください。追加のしかたは第23図のようにラグ板

に配線 されている青色リードとアース間へ取付けます。発振コイル

は配線済みですので, 最 大感度になるよう調整してください。

( b) コ イルパックには3多～' OMHZの うち希望の周波数を 600

kHZ幅 で受信できる追加用のチャンネルを残してあ ります。 EX

Tチ ャンネルがそれです。EXTに 1チ ャンネルの追加工作をする

ために用意するものは第 1局 発用の OSCコ イルと水晶発振子で

す。希望受信周波数により第 1局発の周波数が定められます。本機

の第 l I Fは ダイヤルロ盛 0の ところで ' 955Nt Hzで すから, 希 望

保持器形状 十HC~18U

発振周波数 135 055MHz ( オ ーパー トーン)

周波数偏差 ± 0003%以 下

使 用 温 度 0～5 0℃

出 力 電 圧 1 l V以上

絶縁その他 NDS規 格による

指定回路

1/2 6AQ3

受信周波数にこの第 l I Fの 周波数をブラスしたものが第 1局発の

周波数です。局発周波数の求め方をシチズンパンドの 27MI I z B A

NDを 例にしてみますと

第 1局発周波数=270+5. 9' 多 =92. 95うht HZ

となり局発の水品発握子! まつ495多叩彰 を用いれば良いことになり

ます。これで ?7. 0～27 6MHzが 受信できます。

この要領で希望の周波数を求めてください。水品発振子の仕様は

第22図のとおりです。

コイルパ ックの同調コイルは, BC用 二連パ リコンによって 35

～14MI Bに 同調するP― パンドと, 14～ 30MI Bに 共振するハイパ

ンドの二組みの平イブィで構成されています。これにより受信しよう

とする周波数にようとXTの 配線のしかたがかわります。第23図に

これを示します。

ヨイルパックのウエファーは全部で6枚あります。このうちa～

dが ANT, RF切 替用,  e,  f が OSC切 替用です。上面より見

てウエファーのとンを1～6番としま
tす

と末配線あ2番がEXT用

です。このビンを図に従って配線してください。OSCコ イルを巻

くときはヨイルパック内に1うPFが内蔵されていますので,  この容

量を合めて共振するように作ってください。

ウエファーa

ウエファーb

L2

6 5 4 3 2 1

ローバン ドの時は2 と3 を結′S ｀

6 5 4 3 2 1

ハイバン ドの時は2と6を結ぶ

ヒ1, L3: 口 ~バ ン ドコイル

L2, L 4: ハ イバン ドコイル

ウエファーe, OSCコ イル用

ウエファーf i 水晶取りつけ用

29 1MHZ
B占hdt t X t a l

E X〒用X  t a l

l 列1  2 7MHZシチズンバン ト用3 2  9 5 5MHz

EXT用 局発コイル

i l Ⅲ‖' Ⅲ l l i l l ' 11ⅢⅢⅢⅢⅢ ⅢⅢⅢI ! IⅢ' ⅢI IⅢ: 111111! Ⅲ, ⅢⅢl l l l l l l l l ' 1' 11l Ⅲl l l ⅢⅢl l l l l 111111, 111‖! l l ' 111! ⅢⅢl , , t ' 1' 111, ⅢⅢ! 1! ‖111111l ⅢⅢⅢⅢl l l l 11l Ⅲl l l l l ! 11' ⅢⅢI ' ⅢⅢⅢl l l l l l l l l ! Ⅲ! 11111! ' ' ' 11111' ' 1111111111111, ' 11111! ||! ! i l ! IⅢ' ' ' 1' ! , 11111! ⅢⅢ, ⅢⅢⅢⅢ, ⅢⅢl ⅢⅢl l ⅢⅢⅢⅢⅢl l l l l l l l l l 111! ! IⅢⅢⅢl , , , 1, 11l ⅢⅢⅢⅢⅢl  l l l l l , 1, ⅢⅢⅢⅢ!ⅢI I I IⅢl l l l l l l l l l l l l l l ⅢⅢl l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l

ウエファーa～dの配線

ウエフアーC

ウエファーd

L4

ウエフアーe

ウエファーf

ドJ
現

29, l MI I zバンドおよびEXTチ ャンネル用

水晶発振子仕様書

夏
ｒ

芝
てデ
ー
ー

，

↓獣ギー「ス努了輸

Ｌ
Ｌ
Ｏ
一 リエ ド線青色

( 例ギヂ督3しそ軌
′
工靴線6回コアー入り)

第23図 EXTチ ャンネルの追加工作
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ぽ
督
麟
雛
・“，…
≡獣調 整 と

保 等

め

1 . 調 整について

本機はすべて調整済みですから特別調整する必要はありません。
しかし長年使用していますと調整個所のずれが若干生じてきますの

で常に最良の状態で使用するよう数年に一度は再調整を行なってく

ださい。しかし本格的な調整にはそれ相当の測定器が必要となりま

すから, 一 応実用上での調整方法を示 しておきます。本格的な再調

整, 故 障修理には当社サービスステーションにご用命くだされば実

費にて調整いたします。なおVFOの ような精密なユニットは不用

意に調整されまし■ 場合は当社で性能の模証をいたしかねますので

ご注意ください。           ‐

調整にはテス ト才シレーターを用意 してください。

感度が最大に調整されているかどうかは耳で開いただけでも一応
の目安はつけられ|ますが, 付 属のSメ ーターを利用した り, あ るい

はテスターを出力計の代用にするのが 良い方法です ( テスターは

500Ω 端子にA C50vレ ンシで接続し出力電圧を測定します) 。第 1

表に示 した要領で調整してください。テス トオシレーターの出力を

上げ過ぎますと受信機が飽和して調整 しにくくなることがあります

ので, 必 要最小限のレベルで行なってください。

2. 保 守について

( 1) ケ ースの取りはすし

上ぶた上側にある黒ビスを , 本 , 左 右側面にある4本 のかざリビ

スを取れば上ぶたはそっくりはずすことができます。

底板は, 底 板をシャーシに止めてある6本 のビスを取ればはずれ

ます。ハィゼックスの脚は底板の取 りはずしには関係ありません。

( 2) ヒ ューズの交換

ヒューズが切断し本機が動作しなくなった場合には,  ヒューズの

切れた原因を調ぺ故障の場合には完全に惨理 してからヒューズ交換

をしてください。 |

ヒューズ交換はヒューズホルダーを反時計方向へ回しますと取 り

出せます。 ヒュ‐ ズはガラス管入 り2Aの ものが適合品です。 応急

処理で細い針金を使用することは絶対にさけてください。

( 3) パ ィロットランプ     ■

パイロットランプが寿命などの原因で切れた場合には交換用 とし

て8Vス ワンベースの豆球を用意してください。

( 4 ) 抵 抗 類

抵抗が不長になったときの変換品はその値より ± 10%の 誤 差の

ものであれば実用上支障ありません。たとえば 470kΩ の代あ りに

500kΩ を使 うのはさしつかえありません。

( 5) 真 空管 トランジスタ ・ダイオー ド

真空管を取 りかえる場合には, な るべ く同じメーカーの物と交換

してください。 トランシスタはちょっとしたパターンのショー トで

こわれることがありますのでパターンのチェックには十分注意 して

ください。

( 6 ) ギ ャ

ダイヤルのダブルギヤとが軸受けなどには年 1回 ぐらい ミシン油

などの上質油をといでください。このときギヤのほこりをよくふき

とってください。

( 7) 汚 れ, ほ こり

使用しているうちしらぬまに汚れがつまみやパネルに付着 してし

まいます。このようなときには, や わらかい布に中性洗剤を含ませ

ふきとってください。またセット内部には″まこりがたまりやすいも

のでこれらのはこりに湿気が入 りますど絶縁が悪 くな り, 故 障の原

因とな りますから時々電気掃除機などで内部のほこりをはらってく

ださもヽ。
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第 1 表 調 整 個 所

順序 調 整 項 目

第 21F

第 l I F

第 l I F

バ ン ド I  V F O ダ イ ア ル

意

領整調

1品岳言暑
|すご比! 呉晶' 客

1任 弔|  1任
Ｃ
加

夕
Ｔ・フィ′レかにする。メヵ二ヵ′レ岐』

吻帥整し，
一い柳
いど
　
，
コ

ー
Ｆ
の

1魯示君2を
I R F ユ ニ ッ トV 2 3 6 B  L 8 の

1皆 ヵ∫巌 吃
) に ' ] 万 HI HZ

1任 意1域鷺t挽写材デEのつま

1畢
こ孟|を 畠梁た手岩

リマー TCl , 2を 調

500( I F TUNEの つま
みも500にする)

RFユ ニットの I FTl の 上下のコアーを調
整 し出力を最大にする

ヨイルパックの 3うMHzョ アーをANT.
RFと もに調整し出力を最大にする

ヨイルパックの 14SI I I zトリマーをANT.
RFと もに調整 し出力を最大にする

2と 3数 回繰 り返す

LOWパ ン ドANT
RFの 調整

アンテナ端子に3 8NI I I z を
加わえる

300( RF TUNEの つま
みを 3 5MEI z目盛の中央ヘ
合わせる)
300( RF TUNEの つま
みを 14M膨 目盛の中央ヘ
合わせる)

LOWパ ソドANT
RFの 調整

7 1う と6を 数回繰 り返す

アンテナ端子に143M膨 を
加わえる

HI GH
ANT

HI GH BAND.
ANT . RFの 調整

アンテナ端子に21. 3MHzを
加わえる

アンテナ端子に28 3MHzを
加わえる

300( RF TUNEの つま
みを 21MHz目 盛の中央に
合わせる)
300( RF TUNEの つま

280 1み を 28NI BI z目盛の下方に
合わせる)

コイルパックの21A411zコアーをANT
RFと もに調整し出力を最大にする

コイルパ ックの 2撤江セ トリマーを調整し
出力を最大にする

〕うMI t l z  t t  o S Cコアーを回 し最大感度に
す る

整
Ｄ
調

Ｎ
の

Ａ
Ｆ

Ｂ
Ｒ

じ 活羅 マ胡OSC

桝羅 1胡
OS C  I 品

張 評
子に刻わNI I I z を

アンテナ端子に14. 3MI I z を
加わえる

28NI Hz t t  O S Cコアーを回 し最大感度にす
る

16 111か ら1うで最大感度に合わせたヨアーを 174回転抜いた点に固定します。OSCを 安定に発振させるためです。

17 乙編奮好軒乳香ど?すャヱ春麓どルL2を

1陰共こ斉君蛋ち義豊与を
マーTCJ を感度

クリヨンユニットの トリマー TC3を 感度
最大になるよう調整する

1陰共足基君蛋ち義旨宮|ム
マーTC4を 感度

50. 0

|‐
01嘉0

‐ 5 1 抽

1学留Fア
ーを回し出力最大になるよう調整

ヵ
義龍F N OUTの |ろ邦ゑ友習

コ こ班 う地

|・
0 " 0     晩 のヨアー洲 痴 知 こなるよう調整する

24 1RI T回路0点  1景i 答を8皆営足ピ?器雰憂摩薯縁暴哲警=雫信し0ビ
ートを得る

になるようRI T ADJ  VRを 回す

l r 払譜
X/ t a l oSCI 品

羊二奮端子
にユ8M膨を

|" 1背
' る 努整

X t t t ° S c  l 品
括ぇを

端子に ■ 3 MHZ を

1 7 1 3 品
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● シャーシ下面

ｋ削
稀

卜
Ｌ
一鑑

Ｎ
Ｉ
〓
町

ミ
や
同

卜
、
い
二

電
在
襲
運
醒
下
譲
ｆ屯

睡
言

く
―

区
＞

「
ａ
＜
　
Ｏ
　
十
一区

一
ゴ

さ
へ
▼
同
Ｏ
Ｌ
□

Ｏ
Ｃ
寸
０
の
Ｎ
　
一
〇

Ｏ
Ｃ
寸
Ｏ
り
側

田
０

５
卜
卜
い
ユ

細
禅
桶
□
リ
ヨ

一- 19-

t  r  t r i  !  卜 、 I Ⅲ : | ■ ■ i  l ! ‐ !   ! ―|

ka
su
ga
m
us
en
.c
om



: ゆ 昌
; 〈

三〉昼
「
~~~~~~~~こ

二==ニ

評群邦よ:

劇
＝

ミ

ヨ
的
増
デ

コ
を
く
こ
く
ｎ
一〓
く
す
斉
口
０
を
く
卜
の
ゆ
一≡
０
０
り
つ
的
一≡
０
□
リ
コ
一　
そ
０
一卜
一
を
つ
」
Ｎ
り

＞
、
ヽ
■
■
■
二
〇
〇
Ｏ
Ｏ
ｒ
】Ｉ
二
〇
０
い
０
高
Ｉ
Ｅ
一
０
や
０
百
工
〓
い
０
的
ト

積
Ｉ
〓
０
０
田
〕
ギ
ー
〓
一田
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
寸
一
寸
””Ｉ
Ｅ
卜
一
高
工
と
い
０
中
ド
ｘ
口
一　
と
の
０
■
く
ｍ
　
・の
山
卜
Ｏ
Ｚ

（的
Ｉ
工
０
０
う
０
１
０
０
０
守
）

Ｌ
ｏ
一，０
０
め
　
Ｏ
Ｌ
＞

―
旨

―

‐―

―

去
!  〕

図
鎖
国

-  20 -ka
su
ga
m
us
en
.c
om



お (` ｀
・

モ`・      |   11ヽ

受 信 方 式

受信周波数毎日

! 感      度

! 選   択   度

: 岐      波

出      力

■      源

消 費 ■ カ

使用真空管半寧体

1大   き   さ

■      エ

定 格 … ―′

ダブルスニパと 00MHZバ ンドトリブルスーパー)

' . MHZパ ンド   3. , 、 4. 1お圧政 、11   ‐

7M膨パンド  7 . 0～7 . 6 - |  ■  i      】

14Wz ″ 〔ンド    14. 0- 14. 的    t

21Mt t zパソド   21, 0- 21. a成 ■    【

28. OMHz″ くンド   23. 0～ 23. 6MB

23. 射四的″ ミンド   28. 5～ 29. 1河□防               |

( 29. 1- パ ンド  29. 1～ " , 確 ・クリスタル付属せず)  ―

, α 伽田ルミンド   ' α O～ 50, 帥

50. 昴口多くンド  50う ～51. 1お江セ

標準電波 J J Y  15. 般     十

( EXTバ ンド   3. 5～ 30M磁 の内 axl kHz幅 で 1バ ンド

クリスタル付属せず)     |

l  r t V以下 ( S N 10dB)   ■

圭 6kH″ 離調にて 50dB以 上

AM, ダ イオー、様波          Ⅲ

SSB CW; リ ング検波

無歪最大 l W

100V 殉 ～ω HZ

70W

真空管6球  ト ランシスタ9石 ( FET3石 ) ダ イオード21石

横 330x高 さ 189x奥 行 310( mm)

9. 0よg                     ・

!  '

- 2 1 - 一
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捜麟
オ ール バ ン ド送 信 機

J R- 310型 とデザイン, 性 能において完全にマッチさせたTX- 310型 送信機ヤま,
世界で初の50MHZバ ンドを内蔵したオールパ ンドSSB送 信機です。
LSB, USBの ほかAM・ CW電 波も発振でき,  J R- 310型 送信機と組合わせ
ることにより,  トランシーブ操作ができます。
ジェネレータ部はソリッド・ステート化され, 高 性能ハイフレ形クリスタル ・フ

ィルターとの組合わせで高性能がいかんなく発揮されます。
増幅形ALC回 路, ネ ォン管式▼ OX, TvI防 止用ロー″くスフィルターなどの

採用でSSB時 代を代表する標準形SSB送 信機です。

E定  格              搬 送波抑圧比 - 40dB以 上
送信周波数  3. 身 ～ 9. , 75MHz    側 帯波抑圧比 - 40dB以 上

70～ 7. l  MHz    不 要幅射強度 - 40dB以 上 ( HF帯 ) ,
14, 0～14. 35MHz            - 60dB以 上 ( VHF帯 )
21. 0～21. 4うMHz    SSB発 生方式 フ ィルター方式( 3_395
( 280～ 28 5 MHz)            MI I Z)
285～ 29 1 MHz    マ イク入カインピーダンス 50kΩ

( 291～ 29 7 MHz)    使 用真空管および トランジスタ
50. 0～う0. 5 MHz            10球 ,  多 トランシスタ
( 505～ う1. l  MHz)    電  源   A C 100V う 0/60Hz

送信電波形式 Al , A3す ( LSB・USB) ,   寸  法   幅 "0× 高さ180× 奥行310

WМ 癖簿 畳グ
現金正価 49, 800円
月賦定価 54, 100円

A3れ
定格終段入力 20w 重 量

( mm)
l l , うkg

通 信 用 ス ピ ー ヵ ―

鶴 ラ 斑
畳 グ

 雅 正価 軌郷0 円

J R- 310型 用に設計された通信機用スピーカーシステムで, SSB
受信に適 した周波数特性を有しております。 一般のスピーカー,
Hi  F i 用スピーカーに比べ,  SSB信 号を現瞭にかつ忠実度よく再
生し, 長 時間にわたるQSOに も疲れを感じません。
E 定  格
入カインピーダンス

最大入力
寸  法
重  量

通 信 機 用 ヘ ッドホ ー ン

し 轟 璃鶏
・
        現 金正価 1, 950円

通信機専用のエレメントを内蔵し 300～3000Hz ( - 6 dB) と い
う理想的な周波数特性を得てお ります。また長時間の連続使用にも
耳をつかれさせないため, パ ットとホルダーの形状 ・材質 ・重E~に
ついて数多くの実験をかさねて完成されました。型式はダイナ ミッ
ク型で, マ ッチング・インピーダンスは4～ 16Ωとなっています。

8Ω

2. 5w

幅186× 高 さ180x奥 行190( mm)

1. 6kg
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